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Effect of wearing clothes on 10 minute swimming distance 
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Abstract 

The purpose of this study was to ascertain the difference in a 10min. distance swim 

while wearing either swim suit or clothes. 

A further purpose was to determine the effect wearing clothes on swimming move-

ments. 

The subjects were 99 P. E. students from T. U.. Swimming distance and heart rate 

(measured by palpation method) during 10 min. swim were measured at the T uni-

versity 50m indoor pool in June 1991. Distance for 10 min. swim in a swimming suit 

were obtained from class records over a one semester swimming course. The distance 

swim in a clothes was performed in June, 1991. The perceived effect of clothing on 

swimming movements was obtained by requesting subjects to write their impressions 

after 10 min. swimming. 

The results are summarized as follows: 

1. The average of 10 min. swimming distance was as follows: swim suit-357.6m ( ~ 

85.5) , clothes-214.7m ( ~ 51 .4) , respectively. The difference between 10 min. swim-

ming distance in a swim suit and while clothed was 137.9m ( ~ 74.0), and that ratio 

of decrement was 36.7% ( ~ 16.2). There was significant difference in swimming dis-

tance while wearing a swim suit and wearing clothes (p<0. OO1). 

2. There was a significant correlation between 10 min. swimming distance while 

wearing a swim suit and wearing clothes. 

3. The average heart rate after 10 min. swimming was swim suit: 127.8beats/min ( ~ 

23.45); clothes: 116.9 ( ~ 23.81), respectively. There was a significant difference be-

tween heart rate while wearing swim suit or clothes (p<0. OO1). 

4. When subjects ware clothes they reported that the most comfortable swimming 
stroke was breaststroke (51.6%) , elementary back stroke (40.0% ), scissors stroke 

(6.3~ ) , and crawl (2.1% ) , respectively. Subjects suggested that the most comfort-
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able swimming stroke while clothed was breast and elementary back stroke as com-

pared to front crawl. 

5. The impressions of effe'ct of wearing clothes were described as follows; more diffi-

cult, felt like body was sinking, easier to tire out than usual, more difficult to keep 

body streamline, etc.. ' ' 
6. It was suggested that swimming while clothed was more difficult than swimming in 

a swim suit. Therefore, if it is necessary to swim while clothed, safety considerations 

would suggest prior swimming practice in clothes. 

Key words: clothes swim,- 10 min. swimming, safety swimming in a water 
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の活動は，着衣で遊ぶことが多く，緊急時に

は着衣のままで泳がなければならないことが

わかる。着衣で泳ぐ場合には，水の抵抗が大

きくなり泳ぎづらいことが，一般的に知られ

ている。しかし，・どの程度抵抗が大きくなり，

泳ぎにどのような影響を与えるか，またどの

ような泳ぎが適しているかという詳しい研究

は少ない。さらに，我国では水泳指導の中に

着衣でのプログラムが非常に少ない。このよ

うな指導プログラムでは，実際に着衣で泳い

だ経験を持つ人はなく，もし水辺で事故が起

きた場合，その人はパニックになる可能性が

高いと想像される。人命救助あるいは水中で

の自己保全能力を考えると着衣での水泳経験

は溺れた人にとって有効な体験となると思わ

れる。水泳教育における水中での自己保全能

力を高めるためのプログラムを有する因は数

少ないが，その中でも各国の国土，気候条件，

白然環境を留意して，着衣泳を経験させてい

る国は，オランダ，イギリス，オーストラリ

ア，アメリカ合衆国などがある。それらの国

では，水難事故に対応するために着衣泳やサ

バイバル泳のプログラムが充実している。し

かしながら，着衣泳に関する研究論文はほと

んどなく，着衣泳を水泳プログラムに応用す’

るための基礎的な資料は，経験的なものに

頼っているのが現状である。

　そこで，本研究では，着衣泳の基礎的な資

料を得るために，着衣と水着による泳距離，

着衣が泳ぎに及ぼす影響についてユO分間泳を

用いて検討するものである。

1研究方法1

　対象者：丁大学体育専門学群2年生99名

　　　　　（男46名一，女53名）

　場所：丁大学屋内プール（50m），水温

　　　　　27度

　測　定：水着の10分間泳4）’5）の泳距離は，

授業（10回）の記録の中から，ベスト記録を

選び，水着泳の対象とした。着衣泳の測定は，

1991年6月に行った。着衣の種類は，Tシャ

ッ・ジャージ・運動靴，ジャージ上下・運動

靴，で行った。10分間泳における学生の運動

強度を把握するために心拍数を測定した。心

拍数測定は，各自10分間泳前と10分間泳終了

20秒後に10秒間の心拍数を触診法により各自

計測させ6倍して1分聞値に直した。また，

着衣が泳ぎに及ぼす影響についての白由記述

の感想文を10分間泳終了後直ちに書かせた。

　泳距離，心拍数のデータは平均値，標準偏

差，泳距離減少率，t一検定セ統計的処理を

した。自由記述の整理は，簡単なキーワード

を含むコメントに整理した。

1結果】

　表1は，水着泳と着衣泳の10分間泳におけ

る平均泳距離，平均泳距離差，泳距離差の割

合，t一検定を示したものである。平均泳距

離は，水着泳357．6m（±85．5），着衣泳

21417m（±51．4）。泳距離差は，’137．9m（±

74．O），その減少率は，36．7％（±ユ6．2）で

ある。水着泳と着衣泳の平均泳距離の間には

有意な差が認められた（p＜0．O01）。

表1　ノーマル泳と着衣泳の泳距離の比較

永着森（m）　　着衣泳（m） 泳距離差（m） ％泳距離

工Mean　　　　　　357．6
　SD　　　　　　暮5．51

Max　　　　　　　　525

Min　　　　　　　　150

214，7

51．4

450
125

137，9

74．0’

350
－25

36．7　　　　　　　　　　－8．53＊＊＊

16，2

70
－14．28

＊＊†P＜．qg1．　　　　　（N二g9）
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　図1は，水着泳と着衣泳の泳距離の関係を

見たものである。着衣泳の泳距離は対数関数

に近似する傾向がみられ，着衣と水着との問

には統計的に中程度の相関が認められた（説

明率r2：0．24）。

　表2は，泳距離グループ別に平均泳距離の

差を見たものである。

　250m以下グループの平均泳距離は，一水着

泳204．Om（±30．23），着衣泳185．Om（±

30．28）も泳距離差は，18．6m（±32．5），そ

の減少率は，8．1％（±14．4）である。水着

泳と着衣泳の平均泳距離の間には有意な差が
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図1　水着泳と着衣泳の泳距離の関係

表2　泳距離グループにおける変化

水着泳（m） 着衣泳（m） 泳距離差（m） ％泳距離

250m’下
Me㎜（N＝H）

　SD
204
30，23

185

30．28

18，6

32．5

8．1　　　　　　　1．89

14．4

250～299m
Mean（N＝17）

　SD
265
16．88

177

35．71

88，5

35．6

33，2　　　　　　　　　　10．25＊＊＊

12．6

300～349m
Mean（N＝10）

　SD
316
】2．25

197

28．69

119，5

25、】

37，8　　　　　　　　　　15．05＊＊＊

8．22

050～399m
Mean（N＝21）

　SD
362
14．45

218

38．33

143

45．85

39，3　　　　　　　　　　10．07＊＊＊

11．63

400～仏9m
Mean（N二27）

　SD
414

14，7

236
52．83

178

51，47

43．1　　　　　　　　　　－8．02＊＊＊

12．04

450m’上
Mean（N＝13）

　SD
470
28．12

244
48．25

226
54．36

48．O　　　　　　　　　　15．04＊＊＊

10．12

榊＊P＜．O01
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認められなっかた。

　250～299mグループの平均泳距離差は，水

着泳265．O皿（±16．88），着衣泳］77．0m（±

35．71）。泳距離差は，88．5m（±35．6），そ

の減少率は，33．2％（±ユ216）である。水着

泳と着衣泳の平均泳距離の間には有意な差が

認められた（p＜O．O01）。

　300～349mグループの平均泳距離差は，水

着泳316．Om（±12．25），着衣泳，197．Om（±

28．69）。泳距離差は，119．5m（±25．ユO），

その減少率は，37．8（±8．22）である。水着

泳と着衣泳の平均泳距離の問には有意な差が

認められた（p＜O．001）。

　350～399mグループの平均泳距離差は，水

着泳362．Om（±ユ4．45），着衣泳，218．Om（±

38．33）。泳距離差は，143．Om（±45．85），

その減少率は，39．3％（±1ユ．63）である。

水着泳と着衣泳の平均泳距離の間には有意な

差が認められた（p＜O．00ユ）。

　400～449mグループの平均泳距離差は，水

着泳4ユ4．0m（±14．70），着衣泳，236．Om（±

52．83）。泳距離差は，178．0m（±5ユ．47），

その減少率は，43．1％（±12．04）である。

水着泳と着衣泳の平均泳距離の間には有意な

差が認められた（p＜O．001）。

　450m以上グループの平均泳距離差，水着

泳47010m（±28．ユ2），着衣泳244．Om（±

48．25）。泳距離差は，226．Om（±54．36），

その減少率は，48．O％（±10．12）である。

　250m以下のグループを除いて，水着泳と

着衣泳の平均泳離の間ドは有意な差（p＜

O．001）が認められた。また，着衣による泳

速の減少率は，泳速の早い者ほどその影響が

大きかった。

　表3は，水着泳と着衣泳の10分間泳におけ

る平均心拍数を示したものである。10分間泳

前の平均心拍数は，水着泳70．8拍／分（±

11．17），着衣泳72．3拍／分（±12．11）である。

10分問泳終了後の平均心拍数は，水着泳

127．8拍／分（±23．45），着衣泳116．9拍／分（±

23．81）である。水着泳と着衣泳の平均心拍

数の問・には有意な差（p＜O．O01）が認めら

れた。

　表4は，泳距離グループ別に10分間泳終了

後の平均心拍数を見たものである。

　250m以下グループの平均心抽数は，水着

泳108．O拍／分（±13．42），着衣泳100．9抽／

分（±31．73）である。

　250～299mグループの平均心拍数は，水着

泳ユ27．8拍／分（±24．53），着衣泳122．8拍／

分（±24．01）である。

　300～349mグループの平均心拍数は，水着

泳120．9拍／分（±23．67），着衣泳，111．6拍

／分（±17．25）である。

　350～399mグループの平均心抽数は，水着

泳126．6拍／分（±22．60），着衣泳，118．2拍

／分（±23．98）である。水着泳と着衣泳の

平均心拍数の間には有意な差が認められた

（P＜O．05）。

　400～449mグループの平均心拍数は，水着

泳133．1拍／分（±20．96），着衣泳，120．2拍

／分（±2！．43）。水着泳と着衣泳の平均心拍

数の間には有意な差が認められた（p＜
O．01）。

　450m以上グループの平均心抽数，水着泳

ユ40．6拍／分（±25．42），着衣泳1ユ8．3拍／分

（±22．50）である。水着泳と着衣泳の平均

心拍数の間には有意な差が認められた（p＜

O．O01）。

　400m以上のグループは，水着泳と着衣泳

の平均心拍数の間には有意な差が認められ

た。また，着衣による心拍数の減少率は，泳

速の早い者ほどその影響が大きかった。

　表4は，着衣泳で泳いだ結果を水着泳と比

較して泳ぎにどのような影響があったかを見

たものである。

　腕の動作について影響があると答えた者77

名，ないと答えた者9名，無回答12名。

　脚の動作について影響があると答えた者86

名，ないと答えた者1名，無回答11名。
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表3　水着泳と着衣泳の心拍数比較

水着泳（拍／分） 着衣泳（拍■分）　　t

Pre
．Mean　　　　　　70．8

　SD　　　　　　　　11．17

Max　　　　　　　102，

Min　　　　　　　　42

72，3
12．11I

120

42

Post

　Mean　　　　　　127．8
　　SD　　　　　　　23．45

　Max　　　　　　　180．
　Min　　　　　　　　66

l16．9　　　　　　　　　　5，376＊＊＊

23．81

168

48

＊＊＊P〈．001

表4　泳距離別の水着泳と着衣泳の平均心拍数

水着泳（拍■分） 着衣泳（拍／分）　　t

250m’下
Mean（N＝11）　　　　　l08

　SD　　　　　　　　13．42

100．9　　　　　　　　　　　1．007

31，73　　　　　　　NS
250～299nコ

Me㎝（N：17）　　　　　127．8

　SD　　　　　　　　24．53

122．8　　　　　　　　　　1．017

24．01　　　　　　　NS

300～349m
Mean（N＝10）　　　　　120．9

　SD　　　　　　　　23．67

11－16　　　　　　　　　　　1．642

17．25　　　　　　　NS
350～399n］

Mean（N＝21）　　　　　126．6

　SD　　　　　　　　22．6

118．2　　　　　　　　　　2，326＊

23．98

400～449m
Mean（N：27）　　　　　133．l

　SD　　　　　　　　20．96

120．2　　　　　　　　　2．8I4｛＃　　’

2一．43

450m’上
Me㎝（N＝13）　　　　　140，6

　SD　　　　　　　25．42

118，3　　　　　　　　　　5，377＊＊＊

22．5

NS：nosignmcance ＊P＜．05　＊＊Pく．01　＊＊＊P＜．00I

　呼吸に関して影響があると答えた者71名，

ないと答えた者17名，無回答10名。

　泳ぎのコンビネーションについて影響があ

ると答えた者74名，ないと答えた者1名，無

回答23名。

　図2は，着衣泳での適切な泳法について見

たものである。平泳（51．6％），背泳（40．O％），

横泳（6，3％），クロール（211％）である。

　表5は，着衣の影響に関する感想文をまと

めたものである。白由記述の中から多く見ら

れたコメントを，腕の動作，キックの動作，

呼吸の動作，泳ぎのコンビネーション，その

他の感想に分類して示している。

　腕の動作に関しては，クロールでは，「腕

が上がらない」，「腕を回すのが？らい」，「大

きなかきができない」，「とても重い」等があ

げられる。平泳では，「グライドがとれない」，

「疲れた」である。

　キックに関しては，クロールでは，「足の

動きが重い」，「足が沈む」，「バタ足がほとん

どできない」，「靴を履くとキックカ咽うよう

にできなかった」，「靴が途中で脱げた」等が

である。平泳では，「足が沈みやすい」，服が

絡みキックしずらい」，「いつもと変わらない」

である。

　呼吸に関しては，クロールー・平泳ぎ共に「体

が沈み普段より呼吸がしずらい」，一「泳距離の

割に呼吸が苦しかった」，「無駄な動作をしす

ぎて呼吸が苦しかった」，「普段より早めに呼

吸を・した」，「胸が圧迫されている感じで息苦
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表4　着衣泳が泳ぎに与える影響に関す

　　　るアンケート結果

1．プルに関する影響

平泳ぎ　　　I

　　　　　H
クロール　　　I

　　　　　H
その他　　　I

　　　　　H
　計

2．キックに関する影響

平泳ぎ　　　1

　　　　　1I
クロール　　　I

　　　　　II
その他　　　I

　　　　　1I
　計

3．呼吸に関する影響

平泳ぎ　　　I

　　　　　1I
クロール　　　I

　　　　　II
その他　’　I

　　　　　II
　計

彫　　り

4
11

2
12

16

32
77

影　あり

　6
　12
　2
　11
　18
　37
　86

影　あり

　4
　10
　2
　9

　16
　30
　71

4．コンビネーションに関する影響

なし

1
1
0
0．

2
5
9

なし

O
o
0
1
0
0
1

よし

2
3
0
3
2
7
17

4
7
’0

0
0
1
12

，、、回目

3
7
0
0
0
1
11

3
6
0
0
0
1
10

表5　着衣の影響に関する感想文のまとめ

　　プルに関するコメント

＜クロール〉

　腕が上がらない
　腕を回すのがつらい
　　フィニッシュでかききれない
　　普段のストーロク畏がとれない

　大きなかきができない
　　とても重い
　　疲れが早かった
　　グライドがとれない
＜平泳＞

　　グライドカ音とれない

　　大きな違いはなかった
　　疲れた

　　キックに関するコメント

〈クロール〉
　　足の動きが重い
　　足が沈みキックがしづらい
　　バタ足がほとんどできない
　靴を履くとキックが思うようにできない
　水を蹴っている感じがない
く平泳〉

　　足が沈みやすい
　　ズボンが絡み大きな動作ができない
　　いつもと変わらない

届ヲ　　り　　影　　工し

平泳ぎ　　　I　　　6

　　　　　II　　　　9
クロール　　　I　　　1

　　　　　1I　　　1O
その他　　　1　　　17

　　　　　n　　　　31
　計　　　　　　　74

40．00％

背泳ぎ

横泳ぎ

3
9
1
2
1
7
23

1＝Tシャツ，ジャージ，運動靴

11昌ジャージ上下，運動靴

6．32％

　平泳ぎ

51．58％

　　2，11％　　　　　　　　　　　　N＝96
　　　　クロール

図2　適切な泳法についで

　　呼吸に関するコメント
＜タロール・平泳〉

　体が沈み普段より呼吸がしずらい
　　泳距離の割に呼吸が苦しかった

　無駄な動作をし過ぎて呼吸が苦しかった
　普段より早めに呼吸をした
　胸が圧迫されている感じで息苦しかった
　水を飲み溺れそうになった
　水を蹴っている感じがない

　　コンビネーションに関するコメント
＜クロール＞

　進みにくい
　　体が動かしにくい

　　全体的に伸びる感じがなくなる

　服が水を含み重たい
　普段より抵抗が多くなり疲れた
　　泳ぎのタイミングがあわず変な泳ぎになった

　普段のストリームラインがとれない
　　グライドがとれない
＜平泳〉

　　いっもと変わらない
　　少しやりづらい
　　ゆっくりした動作にしたら楽だった

　水着より浮いたが進まない

その他のコメント
　背浮きで浮くと浮きやすかった
　服が体に密着して泳ぎずらい
　暖かいきがした
　服を脱ぎ捨ててしまおうと思った

一39一



しかった」，「水を飲み溺れそうになった」な

どがある。

　コンビネーションに関しては，クロールで

は，「進みにくい」，「体が動かしにくい」，「服

が水を含み重たい」，「普段より抵抗が多くな

り疲れた」，「タイミングがあわず変な泳ぎに

なった」，「普段のストリームラインがとれな

い」，「グライドがとれない」等がある。平泳、

ぎでは，「いつもと変わらない」，「少しやり

ずらい」，「ゆくりした動作にしたら楽だっ

た」，「水着より浮いたが進まない」である。

　その他のコメントとしては，「背浮きで浮

くと浮きやすかった」，「服が体に密着して泳

ぎにくい」，「暖かい気がした」などがある。

【考察1

　着衣泳の泳距離は対数関数に近似する傾向

がみられ，着衣と水着との間には統計的に中

程度の相関が認められた（説明率r2＝O．24）。

着衣泳は泳距離に大きな影響を与え，10分間

泳の泳距離250m以上の者は約40％も泳距離

が減少している。水泳中の抵抗はスピードの

2乗に比例することから，泳距離の高い者ほ

ど抵抗の大きな影響を受ける結果となってい

る。この結果は，Takahashi3）の研究と同じ

結果であった。逆に，泳距離250m以下の者は，

約8％の影響で，あまり大きな影響は受けて

いないと言える。このことは，泳距離の低い

者は，水泳技術が十分に修得されておらず長

い距離をコンスタントに泳げず，立ったり歩

いたりしているため，着衣の影響が少ないと

推察される。しかし，これらの泳力の低い者

は水着でも十分に泳げないので，彼らにとっ

て着衣のままで泳ぐことは，非常に危険な状

態で致命的な泳ぎになる可能性が高い。諸外

国の着衣泳プログラムでも初級から上級者の

泳距離などを設定して資格を出しているが，

（m）

500

400

着
衣　。。。

泳

（0・5m！・）　　　　　　y＝X

小

着衣の影響

大〃、
抵抗の増大

浮力による

ストリームラインの変化

200

一00

y＝alogx＋b

100　　　　200　　　　300

　　　　　　水着泳

400　　　　500
（m）

　　　　　　　　図3　着衣泳の泳距離減少

この図は、着衣による泳距離減少について見たものである。斜線部分が泳距離の
減少した範囲である。減少の原因としては、抵抗の増大、衣類による浮力の変化
によるストリームラインヘの影響等が考えられる。
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10分問泳の泳距離もそのよう」な資格の目安に

・なる可能性があるので，今後そのような指標

作りのためのデータを集め，検討する必要が

ある。

　図3に見られるように泳距離250m以上の

者は，着衣の影響を大きく受けていることが

わかる。これは，着衣で泳ぐときには，でき

るだけ遅いスピードが効率が良く，泳速度約

0．5m／s以上で水の抵抗を大きく受け始める

と推測される。

　心抽数については，水着泳の方が着衣泳よ

り高い結果になっている（p＜0，001）。一般

的な予想では，着衣泳が抵抗も大きくなるた

め心拍数も高くなると思われたが，本研究で

は水着泳の方が，心拍数が高かかった。これ

は，着衣の影響で速い泳速での運動ができな

かったこと，さらに腕・脚に服が絡み水着泳

より局所的な筋疲労が心肺・循環疲労より速

く起きたためと推察される。しかし，着衣泳

は普段より、自、苦しく感じると答えた者もかな

りいるので心抽数が上がらない割には泳ぎに

くく，疲れやすい泳ぎということができる。

また，泳距離別の心拍数で見ると，泳距離の

高い者は低い者より，水着泳の心抽数は高い

が，着衣泳の心拍数は，泳距離の低い者と変

わらない。このことは，泳距離の高い者，す

なわち，泳ぎの上手な者は，着衣で泳ぐとき

に受けるより大きな抵抗に対応した効率の良

い泳ぎをしていると考えられる。

　着衣泳における泳法に関しては，平泳・背

泳（エレメンタリーバックストローク）が適

しているとする者が非常に多く（約90％），

クロールと答えた者は約2％しかいない。背

泳ぎと答えた者の多くは，コメントの中でエ

レメンタリーバックストローク（手は水面に

出さないような泳ぎ）が適していると答えて

いた。クロ・一ルが適さない泳ぎとされた理由

は，リカバリーで腕を水面に出す時に，服が

腕に絡み重くなるためと思われる。着衣の場

合でも，腕が水中にある場合には，浮力の違

いはほとんどないが動かすことで抵抗が生じ

普段の泳ぎよ・り違った感じになる。そして，

速く。泳ごうとすると，当然抵抗が大きくなり，’

重く感じ泳ぎにくくなる。また，クロールの

場合は濡れて重くなった腕を浮力が関係しな

い水面上に出すため当然泳ぎづらくなる。

　感想文の中に，「ゆっくり動作したら楽だ．っ

た」，「水着より浮いていた」というコメント

があり，これらは着衣泳で泳ぐときに非常に

重要なポイントになると言える。すなわち，

水中では浮力を利用することができるので，

着衣のままでも無駄な大きな動きをしなけれ

ば水中での抵抗を増すことなく浮いていた

り，ゆっくり無理なく進むことができるから

である。このような経験は，もし体験されて

いれば，その場での対応はある程度冷静に行

われると考えられる。

　また，着衣で泳いだ結果，泳ぎの動きに影

響があったかどうかという点では，影響があ

るとしている者が多いが，一方影響がないと

答えている者も僅かながらいる。これらは平

泳ぎの呼吸に関するものが多かった。すなわ

ち，平泳ぎの呼吸は，着衣でも影響を受けな

い可能性があることを示している。

　また，着衣泳の感想では，体が重く，進み

にくく普段より疲れ，泳ぎのタイミングが合

わず，ストリームラインが保てない等，水着

泳より泳ぎにくいことが指摘されているが，

逆に，普段と変わらず，ゆっくり泳げば楽，

浮きやすい，暖かい等のコメントもみられた。

このことから，着衣泳で泳ぐのは大変なこと

であるが，着衣で有効な練習をすれば，全て

が大変ではないことが示されている。

　着衣での練習としては，本研究の結果を考

慮してみると，浮き身，顔をあげた平泳ぎ，

背面浮き，また，着衣の大変さの経験として

クロールの短距離ダッシュ，ストリームライ

ンのとりかた，衣類に空気を入れて浮力を高

めるようなサバイバル泳などが考えられる。一

緊急時に着衣泳の体験があれば，無駄なエネ
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ルギーを使わず，保温性を保ち，浮力を利用

して，ゆっくり泳ぐことができる。そして，

このような体験があればより高い自己保全能

力を発揮できると思われる。

　着衣による泳距離減少は，抵抗の増加が主

に考えられる。次に，衣類による浮力変動も

ストリームラインを普段と違ったものにする

ことになり，泳法に微妙な影響を与えると畢

われる。

　着衣で泳がなければならない状況は，川，

湖，海で大きく異なる。すなわち，陸から遠

ぐ離れている場合には，サバイバル泳として

浮力を利用し，保温を考えた泳ぎとして，平

泳やエレメンタリー．バックストロークが適し

ている。一方，陸から近くて岸に速く泳ぎ着

くには，クロール泳でおよぐことも不適切と

は考えられない。例えば，オーストラリアで

は，高い波の中でもクロール泳で泳げるよう

なプログラムを行っている。

　着衣での適切な泳法については事故現場で

の必要性を考慮することが大切であり今後そ

の現場に応じた泳法の研究をする必要があ

る。

【まとめ】

4．平均心拍数は，水着泳70．8拍／分（±

11．17），着衣泳72．3拍／分（±12．1）。10分間

泳終了後の平均心拍数は，水着泳127．8拍／分

（±23．45），着衣泳116．9拍／分（±23．81）。

水着泳と着衣泳の平均心拍数の間には有意な

差（p＜O．O0！）が認められた。

5．着衣泳は水着泳より心拍数が低いことが

認められた。着衣の泳中の抵抗は水着より大

きくなるが，そのことが直接心拍数を高める

ような影響を及ぼさないことが示唆された。

6．着衣泳での適当な泳法については，平泳

ぎ（51．6％），背泳ぎエレメンタリーバック

ストローク（40．0％），横泳ぎ（6．3％），クロー

ル（2．1％）である。着衣泳では平泳ぎやエ

レメンタリーバックストロークの方がクロー

ルよりも適した泳ぎであることが示唆され

た。

7．着衣泳の感想では，体が重く，進みにく

く普段より疲れ，タイミングが合わず，スト

リームラインが保てない等，水着泳より泳ぎ

にくいことが指摘されている。

8．今後の課題として，水中での自己保全能

力を高めるためには，着衣での具体的な練習

方法や教材のプログラム内容の検討が必要で

ある。

　本研究で得られた結果は，以下のものであ

る。

1．平均泳距離は，水着泳357．6m（±85．4），

着衣泳214．7m（±51．4）。泳距離差は，

137．9m（±74．O），二その減少率は，36．7％（±

16．2）である。水着泳と着衣泳の平均泳離の

問には有意な差が認められた（p＜0，001）。

2．着衣と水着との間には統計的に中程度の

相関が認められた（説明率r2＝0．24）。

3．泳距離250m以下の者は，約8％の泳距

離減で，着衣の影響はあまり受けていない。

一方，泳距離250m以上の者は，約40％の泳

距離減で，着衣の影響を非常に大きく受けて

いる。

4
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